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令和６年度生涯現役社会の実現に向けたシンポジウム

ミドルシニアのキャリア再構築～リスキリングの重要性と企業の戦略
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本日のお話

１．会社紹介
１）創業から現在のazbilグループへ
２）社会の中のazbilグループ
３）人事制度と従業員の状況

２．人材育成
１）人材育成に関する考え方と取り組み
２）学習する企業体とアズビル・アカデミー

３．アズビル・アカデミー 取り組みのご紹介
①資格制度
②メンタープログラム
③社内プチインターン制度
④アズビルDX人財育成
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１．会社紹介
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１） 会社紹介 ～ 創業から現在のazbilグループへ① ～
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会社紹介

（会社概要）：https://www.azbil.com/jp/corporate/company/data.html
（事業概要）：https://www.azbil.com/jp/corporate/company/outline.html
（計測と制御）：https://www.azbil.com/jp/corporate/pr/movie/movie_measurement_and_control.html

１） 会社紹介 ～ 創業から現在のazbilグループへ② ～

https://www.azbil.com/jp/corporate/company/data.html
https://www.azbil.com/jp/corporate/company/outline.html
https://www.azbil.com/jp/corporate/pr/movie/movie_measurement_and_control.html
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会社紹介

２） 会社紹介 ～ 社会の中のazbilグループ ～

「計測と制御」の技術のもと、建物市場でビルディングオートメーション事業を、工場やプラント市場で
アドバンスオートメーション事業を、ライフラインや健康などの生活に密着した市場において、ライフオート
メーション事業を展開しています。

・石油化学/化学 ・石油精製
・電力/ガス・鉄鋼
・ごみ処理/上下水道
・紙パルプ・船舶 ・食品
・薬品 ・自動車 ・電気/電子
・半導体 等

アドバンス
オートメーション事業

・オフィスビル ・ホテル

・ショッピングセンター

・病院 ・学校 ・研究所

・工場 ・データセンター

・官公庁建物 ・空港 等

ビルディング
オートメーション事業

・ガス（都市ガス、LPガス）

・水道

・住宅メーカー 等

ライフ
オートメーション事業



7© 2024 Azbil Corporation. All rights reserved. / 16

３） 会社紹介 ～ 人事制度と従業員の状況 ～

人事制度

・社員の定年は、満 60 歳とし、定年退職日は、満 60 歳に到達した日が属する月の月末とする。

・定年後雇用契約の上限は、満 65 歳に到達した日が属する月の月末とし、満 64 歳到達後の最終契約は、

4 月 1 日から満 65 歳に到達した日が属する月の月末までとする。 別途細則あり
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２．人材育成
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１）人材育成に関する考え方と取り組み

社員に求める人材像

人材育成の基本理念

１）azbilグループの成長の源泉は人材であり、人材の成長なくしてazbilグループの成長はありえない

２）そのため、社員力と組織力の最大化を目指して、

個人：自己の成長、能力開発に最大の責任を持つ

上司：職場における部下の能力開発に責任を持つ

会社：公平な機会提供を通じ個人と組織を支援する

3) 高い志と倫理観を持ち、国際感覚に優れている。

仕事の能力が高いだけではなく、アズビル社員としての誇りと信念、人としての高い品格を持ち、

グローバル競争の中で異文化を受け入れる 度量の広さとバランス感覚を持ち合わせた人材を求めています。

１）仕事のプロとして、集団の一員として、チームワークで協働する。

会社組織という集まりの中で仲間と一緒に目標を達成するため、

仕事のプロとして、そして集団の一員として互いに協力して

高い成果を発揮できる人材を求めています。

2) 一流をめざす強い意欲を持ち、挑戦しつづける。

『一流』とは、大きな目標を自らに課し、基本を疎かにせず、

どんなに厳しくとも着実に実行できる人材と考えます。

今は『一流』でなくとも、『一流』と成るべく挑戦し続ける人材を求めています。

2008年に能力開発基本方針を制定（ 社員に求める人材像・人材育成の基本理念）
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２）学習する企業体とアズビル・アカデミー

学習する企業体

2012年4月、株式会社 山武からアズビル株式会社に社名を変更し、経営体制を一新しました。

その際に基本方針を３つ掲げました。

１）「技術・製品を基盤にソリューション展開で『顧客・社会の長期パートナー』へ」

２）「地域拡大と質的な転換で『グローバル展開』」

３）「体質強化を継続的に実施できる『学習する企業体』を目指す」

こうした方針に沿って事業活動を実践していく上で重要なのが、時代や市場の変化に追随し事業変革・業務変革を担っていく人材の育成です。

そこで、人材育成の専門機関として2012年11月にアズビル・アカデミーを創設しました。

学習する企業体とは

『学習する企業体』の本質は、「環境の変化に適応し、自らの姿を進化させること」です。
生物は、変化する環境の中で、自らも変わらなければ淘汰されてしまいます。生き残るためには、姿を変え、行動を変えていくことが不可欠です。
企業にも同じことが当てはまります。お客さまのニーズ、市場動向、社会的要請、技術革新など企業を取り巻く環境が変化する中で、
永続的に存続し、利益を創出し、本業を通して社会に貢献していくためには、自ら変革していかなければなりません。

『学習する企業体』は、ただ「研修が多い会社」「たくさん勉強をする企業」という意味ではありません。
社員一人ひとりが、環境適応の必要性を認識し、「自ら変革しなければならない」という意識を持って、
継続的にまなび・実践を繰り返すという、体質を強化できる企業体を意味しています。
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３．アズビル・アカデミー 取り組みのご紹介
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アズビル・アカデミーの取り組み

アズビル・アカデミーの人材育成（概略）

アズビル・アカデミーは2012年に創設されたazbilグループの人材育成専門機関です。azbilグループ理念である「人を中心としたオートメーション」の下、2008年に明確化した

社員に求める人材像とその人材を育成するための基本理念に基づいて、継続的な人材育成を行っています。また、アズビルのSDGs目標の一つである「学習する企業体」の

2030年度達成目標として「仕事を通じた成長実感65％」を掲げていることから、その達成に向けて各種施策を展開しています。

人材育成の取り組みの一部を紹介します。

１

２ ３

４
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対象
azbilグループ固有の製品・アプリケーション・サービスなどの技術・技能・知識

公的資格取得奨励制度

汎用の技術・技能・知識

監査：
オーディッタ

技術：
エンジニア

技術プロフェッショナル

部門毎の技術資格

安全マイスター

資格制度

2015年4月15日、初めての認定者が誕生しました。
自社製品のフィールド技術を対象とし、システム導入後調整やメンテナンス
サービスに従事する社員の中で最高位の業務習熟度レベルを持つ社員を中心に
高度な業務知識と実技試験を経て認定するものです。

対象
設計や品質
施工やサービス現場
生産工場
職場の安全衛生 など

現場の安全について、熟達した経験・知識を生かし、労働災
害の防止に向けてリスク低減の指導、援助を行います。

認定者は技術伝承・後進の人材育成の任にあたる
認定者は技術伝承・後進の人材育成の任にあたる

胸章 胸章

業務習熟度レベル判定
事業部・部門毎に定義
（S～R等級 など）

取り組みご紹介（①資格制度）
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取り組みご紹介（②メンタープログラム）

メンタープログラム について

１）メンティを新任GM、メンターを過去に役職を経験したベテラン社員とした社員伴走プログラム

＊ここでいうベテラン社員は定年再雇用者

２）メンター１対メンター１の１on1ではなく、多対多で構成されたチームで取り組むプログラム

アズビル・ダイバーシティ・ネットワーク（ＡＤＮ）の社内分科会活動の提言をもとに、アズビル・アカデミーにてトライアルを実施しています。

ねらい

「社員一人ひとりの成長が、azbilグループ持続的成長の礎である」ことから、本取り組みへの挑戦を通じて学び成長する

メンティ
・通常の業務上利害関係のない、伴走者を得るきっかけづくり
・同じ背景をもつメンティ同士の横のつながりを広げる
メンター
・役職経験者として新任GMに伴走することで、育成者としての成長をめざす
・メンター同士の横のつながりを広げる

メンティ：全３回を通じて、業務へのモチベーションや知識・スキルの向上はありましたか メンター：全３回を通じて、ご自身の経験や知識・スキルを伝えることはできましたか

アンケート
結果

（抜粋）
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取り組みご紹介（③社内プチインターン制度）

社内プチインターン制度 について

１）他部門の業務へ興味関心を持つ社員が自らの意思で一定の期間内、希望する部門の業務を体験できる仕組み

＊期間は6か月間。その間どれくらいの時間・どの様な業務を体験するかは、本人と受け入れ部門で話し合い、決定する

２）“ 学び ”の位置づけのため、体験する部門への異動が伴うものではない

アズビル・ダイバーシティ・ネットワーク（ＡＤＮ）の社内分科会活動の提言をもとに、社内プチインターン制度の導入に向け、アズビル・アカデミーにてトライアルを実施しています。

ねらい

「社員一人ひとりの成長が、azbilグループ持続的成長の礎である」ことから、本取り組みへの挑戦を通じて学び成長する

期待する効果

１）体験者は希望する仕事にチャレンジすることにより、自己の成長を実感できる
改めて自部署を外から俯瞰し、自身の業務の意義を見つめなおすことができる

２）体験者・受入れ部署・送出し部署が、それぞれに新たな気づきを得て、相互理解へとつながる
３）職場間コミュニケーションの活性化が進み、アズビルとしての一体感を醸成することにつながり、エンゲージメントへと昇華する

実施後のアンケート結果（抜粋）
体験者：部署が変われば、ほぼ別会社のように感じました。大変刺激となり、今後の大きな励みとなりました。
受け入れ部門：自分たちの業務を紹介（説明）している中で、業務を見直す良いきっかけとなり、有意義な制度であると感じました。
送り出し部門：ご本人への刺激になり、自部署の業務を行う上で新たな視点が加わったように感じられました。
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取り組みご紹介（④アズビルDX人財の育成）

アズビル社員全員がDX人財として活躍するために、学びの場を提供します
年齢や職域を問わず、リスキリングとチャレンジを続けます

DX人財の構成 長期目標の実現、中期経営計画の実行につながる育成

社内DX・商品DX

DX人財育成はOFF-JTとOJTの両輪で進んでいきます。OFF-JTで学んだことを、中期経営計画から落とし込まれた各種DX施策のPJやタスクに参画し、実践の場
で理解を深め身に付け力を発揮することで、社内DXや商品DXを実現します。同時にDXを推進するための、情報提供や表彰や資格取得支援制度、社内の風土醸
成を平行して進めます。


